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政府セッション登壇省庁におけるデザインを巡る動き

経済産業省 特許庁 デジタル庁 産業技術総合研究所
2008 デザインブレインマッピング

（構想設計の研究開発）

2014 構想設計コンソーシアム発足

2017-2018 産業競争力とデザインを考える研究会
→2018 「デザイン経営宣言」

2018 特許庁にCDO・デザイン経営 2018 産総研デザインスクール発足
プロジェクトチーム設置

２０２１年 ９月発足
CDO 設置

2022 Japan ＋Dの取り組み開始



工芸指導所
(1928)

製品科学研究所
(1969～1992)

「工芸」：産業工
芸から伝統技法に
わたるものづくり

渥美浩章 東北芸工大名誉教授
岩井一幸 東京家政学院名誉教授
堀田明裕 元千葉大デザイン教授

デザイン人材の輩出

工業技術院 ～2000 産業技術総合研究所 2001～

工芸デザイン 工業デザイン デザイン思考 デザイン経営

2012年度COCNプロジェクト
「コトづくりからのものづくりへ」（2013）

日本政策投資銀行
「競争力強化に関する研究会」（2013）

産総研内「広義のデザイン思考アクションセミナー」
事務職や契約職員も対象 （2013）

構想設計コンソーシアム （2014～）構想と実施に関わる企業課題の解決

産総研デザインスクール （2018～）
未来のテックリーダーの育成

産総研デザインスクール （2022～）
社会と共に未来を共創するリーダーを育成

共創リーダー・コンピテンシーの
言語化（2019）

ポスト・デザイン（自己起点）
カリキュラムへ変更（2020）

・ロボットイノベーション研究センターでの課題意識
・東日本大震災での復興実体験

デザイン
現在の状態をより好ましいものに変えるべく行為
の道筋を考案し、実行すること。
また「より好ましい」を探求し、社会と合意する。

Herbert A. Simon（1967）
デザインの定義
現在の状態をより好ましいものに変えるべく行為
の道筋を考案するものは、誰でもデザイン活動を
している。

工芸指導所、工業技術院、産業技術総合研究所でのデザイン活動の系譜

構想設計革新イニシアティブ
シンポジウム （2018～）広義の構想設計に関わる広報とネットワーキング

産総研ビジョン「ともに挑む。つぎを創る。」
（2021）

新人研修にクリエイティブ・
リーダーシップ研修を導入
（2021〜）

産総研憲章「社会の中で、社会のために」
（2005）

産総研ロゴ（2005）

高度デザイン人材育成
シンポジウム（2020）

デザインブレインマッピング
構想設計の研究開発 （2008～）



○技術と顧客、企画と実施、経営と現場、企業と社会、過去・現在・未来をつなぐための構想設計
片方向連携から双方向連携へ。ウォーターフォール型からアジャイル型へ。

○企業に必要な経営工学・デザイン・技術の三位一体のメニュー
新規製品サービス、新規市場のための企業人に必須となるメニュー。

○分野第一人者の招へいによるゲストトークと議論参加
出会えたとしても30秒の名刺交換クラスのゲストを3時間独占して背景も含めて議論。

■ アドバイザー体制（敬称略）

吉川弘之（日本学術振興会学術最高顧問）
山村真一（株式会社コボ）
西垣淳子（独立行政法人 経済産業研究所）

○デザインブレインマッピング© (DBM)を用いた議論の具体化
コンソーシアム会合でDBMを用いたワークショップを行い、議論を具体化。

○企業が主体の活動、人材育成の切磋琢磨の場
気付きを共有し、企業内に活かす、持ち帰り型の活動。対話の人材育成にも有益。

○96回の月会合（7回の合宿含む：2022年5月現在）による圧倒的な知見の蓄積
2014年8月発足以来、70名以上のゲストとの議論で構築された方法論と知見。
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